
フィッティング方法

1.パッケージからすべての部品を取り出
し、キャップを緩めます。

5.現在使用しているバーエンドをハンド
ルバーから取り外します。

7.オーバーキャップがねじ込まれているこ
とを確認してから、ツールをバーのどちら
かの側に挿入します。

8.シリカ製プラグが拡張し、ツールがバー
内に固定されていると感じるまで、4mm
六角レンチで締めます。締めすぎないでく
ださい！ （最大1Nm）。

6.適切なシリカ製プラグを選択します。バ
ーのサイズに応じて3つのサイズが用意
されています。 19mmがツールに取り付
けられています。最初にバーの内径を確
認し、必要に応じて小さい方の17mmま
たは大きい方の21mmに交換します。ほ
とんどのMTBには17mmまたは19mm
のサイズを使用、ほとんどのロード/グラ
ベルドロップバーには21mmのサイズを
使用します。

3.ラバースティックシートを、移動中に保
管するために必要な分位数にカットしま
す。スペアとして、パンクプラグツールキャ
ップ内部に3～4個の追加のラバースティ
ックを入れておきます。

4.スペアとしてナイフサイドキャップ内部
に2～3個の大きいまたは小さいラバース
ティックを入れておきます。

2.一端をつまんで、ツールの端の隙間に
通すことにより、パンクプラグツールを準
備できます。これで、最速の修理の準備が
整います。



パンクした場合の使用方法

1.パンクの原因を特定し、破片またはパン
クの原因を取り除きます。 4mm六角レンチ
を使用してバーからツールを取り外します。 

6.ツールを時計回りに数回転ゆっくりと回し
てタイヤ内のスティックをねじり、ゆっくりと
引き上げて取り外します。スティックをタイヤ
に残し、穴を塞ぎます。

7.タイヤに空気を入れます。 
（ROADタイヤのパンクの際は最大80PSIを
お勧めします）

警告：子供の手の届かないところに保管してください。ナイフは非常に
鋭いエッジを持っているので、注意して使用してください。ロードタイ
ヤの場合、特に高いPSIで使用する場合は、スティックで修理したタイ
ヤを交換することを強くお勧めします。

8.最後に、ナイフを使用してスティックの端を
慎重に切断します。自転車のノンドライブサ
イド側に立ち、自転車から離れることをお勧
めします。タイヤから3～5mm以上突き出て
いるように切断します。
※注意：鋭利なナイフですので、注意して使用
し、常に体から切り離し、指に近すぎないよう
にしてください!!

5.パンク穴を見つけて、スティックが半分く
らいになるまで、ツールを穴に挿入します
（45度の角度で、タイヤの方向に従って、チュ
ーブレステープやサイドウォールを損傷しな
いようにします）。スティックの端がタイヤの
外側に残っていることを確認してください。

3.次に、ラバースティックを選択します。最
大サイズはMTB、ミディアムサイズはグラ
ベル、スモールサイズはロードタイヤ用で
すが、サイズの穴に最適なものを使用しま
す。次に、スティックの一方の端を指で強く
つまんで平らにします。 

2.パンク部分に中型以上のラバースティッ
クが必要な場合は、ツールのヤスリ目部分
で穴を数回拡大させます。チューブレステー
プやタイヤの壁を傷つけないように、必ず
45度の角度を使用し、タイヤの方向に従っ
てください。

4.ツールの先端にある隙間に通して、ステ
ィックがツールの中央に配置されるように
します。


